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＜連絡事項＞

・本日、4/6（金）、西病棟入院中の患者様に“インフルエンザＡ型”罹患者が2名発生しました。スタッフ各自、自己管理をし、拡大させない様にしていきましょう。スタッフはもちろん患者様へもうがい、手洗いを促していきましょう。

・行動制限の患者様の報告について現場からの関係部署への報告が最近滞っていることがあるとのクレームがあったとの事です。 特に東病棟の管理者ならびにリーダーは、目の前の業務に振り回されているだけではなく、他部署との連携という視点を忘れずに業務を遂行するようにしてください。

・現在、西病棟においてインフルエンザ罹患患者様が発生しました。当分の間、他病棟患者様への感染を防ぐためにリハビリテーションプログラム実施に際しての西病棟ホールを使用してのプログラムはできるだけ体育館を使用しての実施をすることになります。

＜患者様連絡事項＞

・戸賀沢　潔様～本日、午前中、発熱はないが、鼻汁・鼻閉、咳嗽訴え、内科診察にて鎮咳去痰剤と抗ヒスタミン剤処方となっています。午後より、発熱あり15：00に38.7℃の発熱あり、安ヶ平Drより、アンヒバ(200)1個（解熱鎮痛消炎剤）挿肛の指示あり、施行している。また、予測指示にて38.0℃以上の発熱があった際にはアンヒバ(200)１個挿肛の予測指示も出ています。発熱が続くようであればインフルエンザテストをしてみる必要があります。状態観察し、異常があれば医師へ報告していきましょう。

・中川原　義雄様～昨日、37.0℃代の発熱あり、日勤帯では解熱していましたが、今朝、7：00に39.0℃まで上昇し、内科診察にて解熱鎮痛剤処方となっている。また、アンヒバ(200)1個（解熱鎮痛消炎剤）挿肛の指示あり、施行している。また、38.0℃以上の発熱があった際にはアンヒバ(200)１個挿肛の予測指示も出ています（痔があり、ただれる可能性がある為、1日2回までの指示あり）。インフルエンザテストの指示あり、施行していますが、陰性でした。クーリング施行し、安静臥床促しましょう。

・熊澤　容子様～本日、14：00生理が来たとスタッフへ報告されています。小坂Drへ

　　　　　　　　電話連絡しています。明日、4月７日に診察に来るとの事ですので明日

のリーダーは指示を仰いでください。

・木村　誠様～本人の希望にて、本日昼食から全粥・きざみ食から、普通食1700kcalへ変更となっています。

・坪　邦雄様～入院時より、普通食1600kcalでしたが、家族が今まで普通食を食べていたと申し出たことにより、本日昼から普通食へ変更となっています。

・住吉　鉄男様～本日、御家族の面会あり、破損した眼鏡を渡し、興奮して壊したのではなく、フレームが取れてしまった事を伝えています。

＜安ヶ平Dr要注目患者様＞

・和田　昌様～多弁さや他者への干渉、内服薬に関する訴えも聞かれ、早朝覚醒もみられ

るなど睡眠も不安定です。本日の主治医の診察時も来週水曜日から増薬に

なるとの説明を聞き、「相談もなく薬を変えるなよ」など薬についての不満

を一方的に話している。一方、主治医の話が気に入らないと「挑発にのら

ない」等と話し、自分なりには、感情のコントロールを図っている様子伺

えます。他者へ過度に干渉やからかう事があれば介入し、感情のコントロ

ールが出来ている時は評価し、来週増薬予定であり、それに伴いさらに不

眠傾向になったり、多弁、まとまりのない話しかけなど症状の悪化も考え

られる為、話を受容しつつ、自己コントロールを促していきましょう。

・中川原　義雄様～主治医の診察にて採血をし、血中濃度測定するよう指示あり。血中濃度をみて今後、減薬していくか検討するとのこと。7日に採血予定となっています。日中の過ごし方や夜間の睡眠、話の内容など観察していきましょう。看護としては、現在の落ち着いた状態を保持できるよう日常生活面で声がけ等行なっていきましょう。

＜作業報告＞

・木村　誠様～4/4より作業療法参加となっている。オリエンテーションでは、アルコール治療プログラムの説明と混乱してしまった様子が伺えている。しかし、作業療法へは拒否はなく、陶芸とﾊﾟｿｺﾝに興味をもたれている。作業法見学では、自主的に部屋の中を見学しており、また、自分は先端恐怖症であると針を持っているスタッフへ話されている。目標は以下の通り本人へ説明している。

作業療法目標は、気分転換や作業を通して充実感をあじわっていく。

　　　→　陶芸でコップやお皿を作っていく予定。

・戸賀沢　潔様～4/4より作業療法参加となっている。入院した理由について聞くと、「パチンコをやりすぎたから。」と話されている。オリエンテーションは拒否は見られず、分からないことは自ら質問することも出来ている。目標は以下の通り本人へ説明している。

　　　　　　　作業療法目標は、毎日作業療法に参加することで生活リズムを整えていく。

　　　　　　　作業室内でのルールは必ず守る。

　　　　　　　　　→　アンデルセンで籠を作る予定。（本人希望）手休めなく、集中して取り組めている．必要があれば作業療法士へ確認することも出来ている．

・種本福松様～病状不安定で、作業に参加できない状況が続いていた為。

4/5付けで作業療法中止となっている。













